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16）藤根地区（藤根自治振興会） 

 

 

 

●地域の将来像 

緑ゆたか 心ゆたか 暮らしゆたかな郷
さと

 

～ 愛・農・ふじね ～ 

 地区の中心産業となる農業を愛し、自然や

歴史・文化を次の世代に残していくことが大

切です。 

１．緑ゆたかな郷 

  豊富な自然が人々に憩いの空間・安らぎ

の場を与えてくれます。 

２．心ゆたかな郷 

  この地の歴史や文化を知ることで郷土愛

を育んでいきます。 

３．暮らしゆたかな郷 

  住みやすい生活環境の整備を目指すこと

で住み続けたくなる郷となります。 

 

●地域の現状 

１．現在の姿 

北上市の北西部に位置する藤根地区は、

国道1 0 7号や県道13号、1 6 5号を中心とし

た道路網、ＪＲ藤根駅があり比較的交通の

利便性が良い地域といえます。 

農業は地区において最も基幹となる産

業です。農業生産基盤の整備が進み、生産

性の向上が図られてきましたが、国の農業

施策の転換や農産物の価格低迷、担い手不

足などで耕作放棄地も目立つようになり、

田園地帯の自然景観を損なう恐れが生じ

てきています。 

大型店舗やホームセンター、コンビニエ

ンスストアなどの進出、国道1 0 7号バイパ

スの完成などにより、かつて賑わっていた

藤根商店街は、極めて厳しい状況に陥って

います。 

  藤根駅近辺に立地する工場のほかに、企

業誘致により進出した工場が後藤野工業

団地に集中しています。近年は経済不況の

あおりを受け、人員整理や工業団地からの

撤退と、地区内においても企業を取り巻く

情勢は一段と厳しいものがあります。 

２．人口・世帯数 

地区全体としては人口・世帯数とも増加

傾向ですが、行政区により増減格差があり

ます。民間開発による住宅団地の造成分譲

や賃貸住宅の建設により、農用地の住宅化

によるスプロール化（虫食い状態の宅地化）

された開発が進行しています。 

３．公共施設の現況等 

①国・県関係：東北農政局和賀中部農業水

利事業所、藤根駐在所 

②市関係：藤根地区交流センター（北上平

和記念展示館併設）、和賀東小学校、和

賀東中学校、藤根幼稚園、多目的催事場、

北上消防署和賀中部分署 

４．地域活動の状況 

  ざぜん草まつり、大運動会、芸能まつり

など地区全体で取り組む行事のほかに、各

行政区で特長を生かした活動を行ってい

ます。 

５．地域の特性・お宝 

  田園風景が広がる地区内には、ザゼンソ

ウ群生地があり、清水が湧くなど自然環境

に恵まれています。ほかにも長沼古墳群を

はじめとする史跡・旧跡、平和記念展示館、

平和観音堂など歴史を伝える資料や建物

などがあります。また、郷土芸能伝承活動

も盛んに行われています。 

 

●地域の課題 

１．定住人口の確保 

  地区全体では人口は増加傾向にあります

が、少子高齢化による人口減少の行政区があ

り、地域の活力が低下してきています。 

２．社会インフラの整備 

  住宅地から主要な道路への生活道路、交

通安全上欠かせない歩道や防雪柵、公共交

通網、公共下水道や農業集落排水等の未計

画地域などの整備、設置が遅れています。 
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３．地域活動への参加 

  職種により勤務形態が多様化し、個々の

休日が異なるため、地域活動に支障が出て

います。 

４．地域の宝の活用 

  この地に暮らす人、訪れる人に憩いと安

らぎをもたらす豊富な自然、のどかな田園

風景を守るための計画的な環境整備への

取り組みがなされていません。また、少子

化により郷土芸能の継承が危ぶまれてい

ます。地区の自然、歴史や文化を絶やすこ

となく後世に伝えていくことが必要です。 

 

●地域づくりのプラン 

～緑ゆたかな郷づくり～ 

１．自然環境の保全 

 ☆主要事業 

  ①ザゼンソウ群生地の保護管理とざぜん

草まつり開催による自然保護の啓蒙 

  ②清水の保全管理と散策コースの整備 

  ③景観保全 

 ☆評価指標 

  「ざぜん草まつり」来場者数 

  目標 H32年度  500人以上 

  現状 300人 

２．特産品の開発 

 ☆主要事業 

  ①ブルーベリー栽培 

  ②農産品に付加価値をつけるための加工 

  ③販売商品の確立 

 ☆評価指標 

  「ふじねブランド」商品の選定と実現化 

  目標 H32年度 ２品目以上 

  現状 なし 

 

～心ゆたかな郷づくり～ 

１．平和への願い 

 ☆主要事業 

  ①平和記念展示館、平和観音堂、後藤野

飛行場跡等を活用しての「平和祈念の

つどい」開催 

  ②軍事郵便等の資料および展示物の恒久

的な管理・保存 

  ③平和記念展示館新館建設要望 

☆評価指標 

  ①内容を検討し開催 

  目標 H32年度 年２事業以上 

  現状 年２事業 

  ②資料の電子データ化 

  目標 H32年度 軍事郵便のテキスト化 

  現状 なし 

  ③平和記念展示館新館建設要望推進 

  目標 H32年度 着工実現 

  現状 なし 

２．郷土芸能の伝承 

 ☆主要事業 

  ①「郷土芸能伝承支援」による活動取り

組み、後継者育成支援 

 ☆評価指標 

  地区内にあるすべての郷土芸能団体によ

る発表会開催 

  目標 H32年度 活動休止団体復活 

  現状 活動休止２団体 

 

～暮らしゆたかな郷づくり～ 

１．生活環境整備実現のために市等に対する

要望への取り組み 

 ☆主要事業 

  ①通学路等への歩道設置 

  ②生活道路等の整備 

  ③水路整備 

  ④公共下水道、農業集落排水等の未計画

地域の整備 

  ⑤防雪柵設置 

２．福祉の充実 

 ☆主要事業 

  ①世代間交流 

②障がい者への理解とふれあい 

☆評価指標 

  ふれあいの行事の開催 

  目標 H32年度 年２事業以上 

  現状 年１事業 

３．商店街の活性化 

 ☆主要事業 

  ①「市」の開設と定期的な開催 

 ☆評価指標 

  内容を検討し開設 

  目標 H32年度 年３回開催 

  現状 年１回開催 

 


